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１．はじめに 

 近年の地方都市では、モータリゼーションの進展

や、人口減少などによる市街地の衰退が喫緊の課題

となっている。そこで、地方自治体では公共交通沿線

上の中心拠点へ生活に必要な施設を集積させること

により一定の人口密度と生活の質を保つ集約型都市

構造の実現に向けた取り組みが行われている。1) 

 集約型都市構造の形成手法に関する既往研究とし

て、亘ら 2)は長野市内の中心拠点を対象として都市

施設の集積度合いと居住地からの集客力を結び付け、

用途施設の拠点への集積によって居住地からのトリ

ップに影響を与える要因について論じている。 

 以上より、本研究では長野市立地適正化計画にお

ける中心拠点・居住誘導区域及び都市機能誘導区域

に着目した居住人口アクセシビリティ(以下居住人

口 AC)と人口密度の関係及び用途別都市機能施設

AC(以下用途施設 AC)と集中量の関係を分析する。ま

た、中心拠点における居住人口 AC 及び用途施設 AC

とトリップ数の関係から年齢階層別・手段別のトリ

ップ特性を明らかにする。最後に、上記の結果と拠点

間交流トリップ特性に関する先行研究での知見から

集約型都市構造の評価指標を構築する。 

 

２．分析項目と調査の概要 

(１)分析対象地域 

本研究では、長野市内を通る JR 篠ノ井線・しなの鉄

道北しなの線・長野電鉄長野線のうち図 1 に示す中

心拠点である鉄道駅 3)を中心とする居住誘導区域及

び都市機能誘導区域を対象地域とする。 

(２)使用データ 

 トリップはH13年長野都市圏PT調査のデータより

抽出した。抽出項目を表１に示す。また、表 2 に示

す用途施設の立地を把握するために GIS を用いた。 

図 1 長野市の中心拠点と分析範囲 3) 

表 1 PT 調査データ抽出項目 

 

表 2 GIS 調査項目 

 

 

３．中心拠点における用途別都市機能施設ACと集中

トリップ数の実態分析 

(１)中心拠点居住人口 AC と人口密度の関係 

 

図 2 中心拠点の居住人口 AC と居住人口密度 
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 図 2 に中心拠点の距離帯別居住人口 AC と人口密

度の関係を示す。距離帯は中心拠点から離れるほど

その面積が大きくなるため、AC 及び人口は距離帯の

面積で除した値を用いた。 

市域では、長野駅・篠ノ井駅は 5km 以降、北長野

駅では 9km 以降の人口に大きな増減がなく、一定の

人口が居住誘導区域外においても広く分布している。 

居住誘導区域では、中心拠点に近づくほど人口が

集中し、AC も高くなっている。長野駅は 1-1.5km 圏

で人口が増えている。これは 1-1.5km の圏内に住居

地域が多く存在するためと考えられる。 

(２)用途別都市機能施設 AC と集中量の関係 

中心拠点における家庭用品店の結果を図5に示す。 

 

図 3 中心拠点の家庭用品店 AC と単位面積当たりの集中量 

図 3 より、長野駅及び北長野駅は都市機能誘導区

域内にトリップが集中しているが、篠ノ井駅は 1-

1.5km 圏に集中している。これは大型商業施設が 1-

1.5km 圏に集中しているためと考えられる。また、長

野・北長野駅においても拠点から離れた距離帯でト

リップ数が増加しており、施設が郊外に立地してい

る実態がわかる。 

 

４．中心拠点における居住人口AC及び用途別都市機

能施設 AC とトリップ数の関係分析 

 トリップ数は居住人口ACと用途施設ACが大きく、

所要時間が小さいほど増えると考え、式(1)に示す関

係式を用いた。なお、施設の分布は一様ではないた

め、中心拠点から東西南北の 4方位で分析した。 
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市域のほぼ全域をカバーする中心拠点10km圏と中

心拠点及び居住誘導区域間の比較結果を表3に示す。 

なお、年齢階層別の分析結果及び考察については

紙面の都合により発表時に述べる。 

表 3 家庭用品店の分析結果(長野駅) 

 

表 3 から、徒歩や二輪車では起点 AC が有意となっ

た。これは居住地が中心拠点に近づくほどトリップ

が増えることを示す。一方で、自動車では起点 AC が

有意にならなかった。これは自動車が居住地と拠点

の近接性に関わらず、直接目的地に行くことができ

るためと考えられる。また、いずれの年齢階層及び手

段で 10km 圏での結果に比べて相関が小さくなった。 

 

５．まとめ 

 本研究での主な知見を以下に示す。 

(１)居住人口は拠点周辺に集中しているが、居住誘

導区域外においても一定の人口が分布している。 

(２)商業施設は都市機能誘導区域外においてもトリ

ップが集中し、郊外に施設が多く立地している。 

(３)自動車では起点 AC より終点 AC が有意に働いて

おり、居住地と拠点の近接性に関わらずトリッ

プが行われている。 

今後は集約型都市構造及び多角連携構造の評価指

標とシミュレーションシステムの構築を目指す。 
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